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2027年３月期第２四半期（中間期）業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2026年５月 12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたし
ましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．業績予想の修正について 

2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2026 年４月１日～2026 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
中間純利益 

１株当たり 
中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

18,000 
百万円 

1,200 
百万円 

1,250 
百万円 

900 
円 銭 

73.49 
今回修正予想（B） 19,200 1,500 1,650 1,200 99.19 
増減額（B-A） 1,200 300 400 300  
増減率（％） 6.7 25.0 32.0 33.3  
(ご参考) 前期第２四半期実績 
（2026 年３月期第２四半期） 

16,910 1,214 1,297 814 65.41 

 

2027 年３月期第２四半期（中間期）個別業績予想数値の修正（2026 年４月１日～2026 年９月 30 日） 

 
売上高 経常利益 中間純利益 

１株当たり 
中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

11,500 
百万円 

700 
百万円 

650 
円 銭 

53.08 
今回修正予想（B） 12,000 800 750 61.99 
増減額（B-A） 500 100 100  
増減率（％） 4.3 14.3 15.4  
(ご参考) 前期第２四半期実績 
（2026 年３月期第２四半期） 

10,755 614 443 35.61 

 
２．修正の理由 

当第２四半期（中間期）の業績（連結・個別）につきましては、建設機械事業のレンタ
ル部門において、公共工事及び民間工事需要が好調に推移したことにより、レンタル機械
の稼働率が向上いたしました。さらに、産業機器事業において、設備投資需要の回復を背
景に半導体製造装置等の販売が堅調に推移したことに加え、工場の稼働率が向上したこ
とにより、前回発表予想を上回る見通しとなりました。 
通期の業績（連結・個別）につきましては、中東情勢を背景とした原油・原材料価格の

上昇、部材調達の不安定化、人手不足の深刻化などの影響が懸念されることから、依然と
して先行き不透明な状況が続くことが見込まれるため、前回発表予想を据え置いており
ます。 
 

(注)上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したもので
あります。実際の業績につきましては、今後、様々な状況によって予想数値と異なる
可能性があります。 

 
以 上 


